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ワーカ
ーをタンザニアに派遣しまし

た。雨宮ワーカーはJOCSがタボラ
大司教区保健事務所と実施している
母子保健活動に加わっています。
タンザニアの死産と新生児死亡率
の全国平均は1,000人あたり51人で
す。この全国平均と比べるとタボラ
州の平均は非常に高く、なかでも雨
宮ワーカーが活動する聖ヨハネ・パ
ウロ2世病院は全国平均の4倍以上
の死亡率になっています。これは、
産前産後健診の受診率の低さ、適
切な健診や分娩介助がおこなわれて

いないことが原因と考えられています。
雨宮ワーカーは、お母さんと赤ち

ゃんが適切な産前、分娩時、産後
のケアを受けられることを目指し、活
動しています。この病院には、JOCS
の奨学金で研修を受けた医師や看
護師・助産師が働いており、雨宮ワ
ーカーと共に活動します。タボラに暮
らすお母さんと赤ちゃんの健康といの
ちをまもるため、雨宮ワーカーと奨学
生、現地の保健医療スタッフの働き
を、どうぞお支えください。

私たちの仲間である雨宮春子さんが、今年１月、タンザニアにワーカーとして派遣されました。支援会の
名称として、当初、春子さんを「支える会」という名前も考えましたが、きっと春子さんの働きを通して、私
たちこそが支えられることになるという思いから、「共に歩み、祈る会」にしました。タボラが私たちにとっ
てすぐ近くになるように、そして私たちが、春子さんや現地の人 と々共に生きていけるようにと願っています。

植松誠  日本聖公会首座主教

お支えによって新しいワーカーを派遣することができました。
これからも、変わらぬご支援をお願い申し上げます。

雨宮ワーカー支援会会長
新生児を抱く雨宮ワーカー

妊婦健診で心音を聞くJOCS奨学生


